調　査　の　要　領
１．調査事項

（１）魚種別漁業種類別漁獲数量

（２）魚種別漁業種類別漁獲金額

２．調査時期

毎　月

３．調査範囲

本県内に水揚げされたすべての海面魚介類（運搬魚介類を除く。）

４．調査方法

調査員が担当区域内の海面漁業協同組合、魚市場、その他の団体等を毎月巡回し、これらの団体等において作成した台帳等から資料を収集する方法

５．利用上の注意

この調査は属地計上です。属地計上とは、生産物が水揚げされた地域に漁獲量等を計上することをいいます。

また、数値は四捨五入してあるので、各表や統計表中の構成比の和は100％にならない場合があります。

結果の概要
１．漁獲数量及び漁獲金額

（１）概況

平成20年の青森県の漁獲数量は261,354トンで、漁獲金額は531億7,135万円となった。これを前年と比較すると漁獲数量で34,341トン（11.6％）減少し、漁獲金額で40億4,562万円（7.1％）減少した（表1）。

（２）主な増減要因

漁獲数量が減少した主な要因は、「するめいか（近海・生）」、「さば」、「ほたてがい半成貝」、「ほたてがい成貝」、「するめいか（近海・船凍）」等の減少によるものである。

　漁獲金額が減少した主な要因は、「ほたてがい（半成貝）」、「あわび」、「なまこ」等の漁獲金額が減少したことによるものである。
（３）過去5年間の平均との比較

過去5年間の平均と比較して、漁獲が好調であった魚種は「まぐろ」、「さば」、「ほっけ」、「さざえ」、「わかめ」等であった。一方漁獲が低調であった魚種は「まいわし」、「こうなご」、「あかがい」、「するめいか」、「こんぶ」等であった（表2）。
（４）過去10年間の平均との比較
　　　平成20年の漁獲数量及び漁獲金額は、過去10年間の平均と比較すると数量で19.4％、金額で13.0％、それぞれ下回っている。
表　年次別漁獲数量及び漁獲金額の推移
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図１　年次別総漁獲数量及び総漁獲金額の推移

２．月別漁獲数量及び漁獲金額

（１）月別漁獲数量

平成20年の漁獲数量を月別にみると、9月が37,301トンで最も多く全体の14.3％を占め、次いで8月の33,008トン（12.6％）、7月の28,497トン（10.9％）となっている（図2、第3表）。
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図2　月別漁獲数量
（２）月別漁獲金額

平成20年の漁獲金額を月別にみると、9月が60億2,655万円で最も多く全体の11.3％を占め、次いで8月の56億8,075万円（10.7％）、11月の53億6,395万円（10.1％）となっている（図3、第4表）。
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図3　月別漁獲金額

３．魚種別漁獲数量及び漁獲金額

（１）分類別漁獲数量及び漁獲金額

①分類別漁獲数量

漁獲数量について魚類、貝類等の分類別にみると、いか類等の「その他の水産動物」が88,915トンで最も多く、全体の34.0％を占め、次いでほたてがい等の「貝類」が88,870ト（34.0％）、「魚類」81,545トン（31.2％）、「藻類」2,024トン（0.8％）の順となっている（図4、第5表）。

これを前年と比較すると、「その他の水産動物」は16,641トン（15.8％）減少、「貝類」は13,412トン（13.1％）減少、「魚類」は3,016トン（3.6％）減少、「藻類」は1,271トン（38.6％）減少した。
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図4　分類別漁獲数量の構成比（％）
②分類別漁獲金額

漁獲金額を分類別にみると、「その他の水産動物」が228億8,651万円で最も多く全体の43.0％を占め、次いで「魚類」188億1,650万円（35.4％）、「貝類」107億6,090万円（20.2％）、「藻類」7億745万円（1.3％）の順となっている（図5、第6表）。

これを前年と比較すると、「その他の水産動物」は36億9,425万円（13.9％）減少し、「貝類」は13億2,688万円（11.0％）減少し、「魚類」は13億4,047万円（7.7％）増加し、「藻類」は3億6,497万円（34.0％）減少した。
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図5　分類別漁獲金額の構成比（％）

（２）主な魚種別漁獲数量及び漁獲金額

①主な魚種別漁獲数量

主な魚種別の漁獲数量及び構成比をみると、「ほたてがい」87,441トン（構成比33.5％）、「するめいか」54,395トン（20.8％）、「さば」42,876トン（16.4％）、「あかいか」26,401トン（10.1％）、「すけとうたら」6,557トン（2.5％）、「さけ」4,626トン（1.8％）などとなっている。

これを前年と比較すると、漁獲数量が増加した主な魚種及び数量は「あかいか」8,680トン（対前年増減率49.0％）、「すけとうたら」1,958トン（42.6％）、「いわし類」1,377トン（53.2％）、「ぶり」308トン（14.0％）、となっている。

一方、漁獲数量が減少した主な魚種及び数量は「するめいか」24,651トン（対前年増減率△31.2％）、「ほたてがい」13,547トン（△13.4％）、「さば」8,519トン（△16.6％）、「こんぶ」1,355トン（△53.7％）、「さけ」1,274トン（△21.6％）、「たら」548トン（△11.8％）となっている（図6、第1表、第7表）。
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図6　主な魚種別漁獲数量の構成比（％）

②主な魚種別漁獲金額

主な魚種別の漁獲金額及び構成比をみると、「するめいか」110億8,123万円（構成比20.8％）、「ほたてがい」100億2,530万円（18.9％）、「あかいか」54億2,449万円（10.2％）、「さば」35億964万円（6.6％）、「まぐろ」32億3,178万円（6.1％）、「なまこ」23億4,203万円（4.4％）、などとなっている。

これを前年と比較すると、漁獲金額が増加した主な魚種及び金額は「あかいか」23億4,019万円（対前年増減率75.9％）、「やりいか」2億3,359万円（15.2％）、「まぐろ」1億7,974万円（5.9％）、「ぶり」1億6,137万円（23.4％）、となっている。

一方、漁獲金額が減少した主な魚種及び金額は「するめいか」49億7,034万円（△31.0％）、「ほたてがい」12億4,203万円（△11.0％）、「なまこ」10億3,864万円（△30.7％）、「こんぶ」4億9,918万円（△63.1％）となっている（図7、第2表、第8表）。
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図７　主な魚種別漁獲金額の構成比（％）
４．漁業種類別漁獲数量及び漁獲金額

（１）漁業種類別漁獲数量

漁業種類別漁獲数量の構成比をみると、漁獲数量は「養殖業」が全体の32.7％（85,491トン）で最も多く、次いで「いか釣漁業」25.6％、「まき網漁業」18.7％となっている。

これを前年と比較すると、漁獲数量が増加した主な漁業種類及び数量は、「底建網漁業」781トン（23.4％）、「棒受網漁業」665トン（213.7％）、「採介漁業」518トン（39.6％）となっている。

一方、漁獲数量が減少した主な漁業種類及び数量は、「養殖業」14,141トン（△14.2％）、「まき網漁業」13,254トン（△21.3％）、「いか釣漁業」6,278トン（△8.6％）となっている（第9表）。

（２）漁獲種類別漁獲金額
漁獲種類別漁獲金額の構成比をみると、「いか釣漁業」が全体の27.8％（147億8,303万円）で最も多く、次いで「養殖業」18.3％、「沖合底曳網漁業」8.0％となっている。

これを前年と比較すると、漁獲金額が増加した主な漁業種類及び金額は、「底建網漁業」2億5,539万円（13.2％）、「延縄漁業」5億9,484万円（127.3％）、「大型定置網漁業」2億9,381万円（21.3％）となっている。

一方、漁獲金額が減少した主な漁業種類及び金額は、「いか釣漁業」18億7,543万円（△11.3％）、「養殖業」13億6,114万円（△12.3％）、「小型機船底曳網」6億3,136円（△26.5％）となっている（第10表）。

５．市町村別漁獲数量及び漁獲金額

（１）市町村別漁獲数量

市町村別漁獲数量の構成比をみると、八戸市が126,410トンで最も多く全体の48.4％を占め、次いで平内町13.7％、青森市6.6％、外ケ浜町5.6％、むつ市5.1％の順となっている。

次に、市町村別漁獲数量を前年と比較してみると、漁獲数量が増加した市町村は、深浦町1,860トン（対前年増減率31.3％）、横浜町1,163トン（20.5％）、鰺ヶ沢町977トン（97.3％）ほか3市村となっている。

一方、漁獲数量が減少した市町村は、八戸市16,088トン（△11.3％）、平内町9,956トン（△21.7％）、外ヶ浜町2,991トン（△17.1％）、中泊町2,064トン（△54.2％）ほか12市町村となっている（図8．第11表）。
（２）市町村別漁獲金額

市町村別漁獲金額の構成比をみると、八戸市が214億6,772万円で最も多く全体の40.4％を占め、次いで平内町9.6％、むつ市6.8％、東通村6.6％、深浦町5.8％の順となっている。

次に、市町村別漁獲金額を前年と比較してみると、漁獲金額が増加した市町村は、深浦町3億8,370万円（対前年増減率14.2％）、鰺ヶ沢町1億1,458万円（24.7％）、今別町3,731万円（15.0％）ほか3市町となっている。
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一方、漁獲金額が減少した市町村は、むつ市9億2,253万円（△20.2％）、八戸市8億2,249万円（△3.7％）、平内町7億2,497万円（△12.4％）、蓬田村4億1,265万円（△39.3％）、大間町3億8,314万円（△14.8％）ほか11市町村となっている（図9．第12表）。
図8　市町村別漁獲数量の構成比（％）　　　図9　市町村別漁獲金額の構成比（％）
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